
調査の概要

　野田遺跡は、遊佐町北目字野田に所在する。庄内高瀬

川右岸の自然堤防（微高地）上に立地し、標高は約３ｍ

を測る。遺跡は、日本海沿岸東北自動車道（遊佐～象潟）

の一部にあたり、平成 28年度８月に県教育委員会が事

業区内を踏査し発見、同年 10月に試掘調査を行い遺跡

範囲などが明らかになった。その後、関係機関の協議の

結果、平成 29年６月より発掘調査を行った。

遺構と遺物

　今回の調査では、調査区中央部の標高が高い微高地か

ら奈良・平安時代の掘立柱建物跡の柱穴群や、井戸跡、

土坑、溝跡などが発見された。その両端の調査区東側と

西側の低地では湿地跡などが確認された（写真１・２）。

　○縄文時代（約 2,500 年前）　

　調査区西側の低湿地などから縄文時代終末期の縄文土

器片や黒曜石製や頁岩製の石鏃、削器などが出土した。

主にキャンプサイトなどの可能性がある。

　○奈良・平安時代（約 1,200 年前）　

　建物跡（ＳＢ）は、調査区北半部で、ＳＢ１・２建物

跡など当遺跡の主体的な建物が発見された。これら建物

の柱穴は、直径約 30㎝で、一部には柱根が残るものも

ある。ＳＢ１建物跡は、梁行２間×桁行４間の規模で、

内部に間仕切りの柱列（３間）も配置され、主軸は磁北

からやや東に傾く。ＳＢ１建物と重複するＳＢ２建物跡

は、梁行２間×桁行３間の規模で、主軸がほぼ磁北をと

る。両者は、柱穴同士の切り合いがなく新旧は不明だが、

ＳＢ１建物の建て替えなども考えられる（写真３）。

　調査区南半部ではＳＢ３とした梁行１間×桁行２間の

小規模な建物などが確認された。柱根にあたる部分が炭

化し、火災などにあったことも推測された。なお、他の

建物群もＳＢ３のような、小規模で簡易なものが多い。
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　遺跡位置図（1：25,000）
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　井戸跡（ＳＥ）は、調査区南半部を主に、木製の井戸

枠があるものと、素掘りのものが確認された。ＳＥ 101

井戸跡は、井戸枠が長さ約１ｍの平面正方形で、その井

戸枠を設置するための掘
ほりかた
方は直径約３ｍ、深さ約 1.5 ｍ

と大形である。特に井戸枠は、一辺に縦
たていた
板が４～５枚配

置され、内側に数段の横
よこさん
桟が組まれ、鳥海山からの湧水

により木材が腐朽せずに良好に遺存する（写真４）。ま

た、この井戸の掘方からは、土器の底部に本県では初出

の「嶋」と書かれた墨書土器が出土した（写真５）。なお、

井戸枠内の堆積土中位に白色粘土が薄く堆積し、青森県

の十和田ａ火山灰（西暦 915 年降灰）の可能性がある

（写真６）。他にＳＥ101井戸跡の周辺には、直径約２ｍ、

深さ約１ｍの素掘りの井戸跡も３基ほど発見された。

　土坑（ＳＫ）は、主にゴミ捨て用の大型の穴と考えら

れ、調査区の北側と南側にまとまって確認される。

　特にＳＫ２土坑では、斎
いぐし
串がまとまって出土し注目さ

れた。斎串は、長さ約20㎝の木製の細長い板材を利用し、

頭部の先端を山形に尖らせ加工したもので、当時の厄払

いなどの祭祀に用いられたとされる（写真８・９）。供

伴する土器から８世紀末頃の奈良時代のものと推測され

る。斎串は、平安時代の出羽国府とされる酒田市城
きのわのさく
輪柵

跡周辺で多く出土することが知られ、奈良時代に遡るも

のは少ない。他に前述したＳＥ 101 井戸跡やＳＫ 102

土坑からも火切り臼などと共に斎串が出土している。

　他に、袋状の土坑や鍛冶を示す鉄滓（椀型滓）が単発

的に確認された。

　溝跡（ＳＤ）は、調査区中央部と低地の境に沿って、

長さ約５～10ｍ、幅 30 ～ 50 ㎝のものがほぼ東西方向

に走行する。特にＳＤ 255 溝跡は、細身の柱根が部分

的に残り、集落の区画などの役割も推測される（写真７）。

　湿地跡（ＳＸ）は、調査区中央部の東側と西側の低地

に広がり黒い泥炭土の上位に部分的に褐色粘土層も堆積

する。泥炭土上面には、ＳＥ 101 井戸跡と同じ白色粘

土（十和田ａ火山灰か）が混入し、土器片も若干出土する。

まとめ

　調査の結果、低湿地に挟まれた微高地上に営まれた奈

良～平安時代にかけての集落跡が検出され、遺構では井

戸跡を中心とする建物群の配置が確認された。また、遺

物では、斎串などの律令祭祀に係る特徴的な遺物が注目

される。

写真１　野田遺跡の調査区全景（写真奥に霊峰鳥海山を望む）
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図１　遺跡概要図（S ＝ 1/4000）

図２　遺構配置図（S=1/800）
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写真２　調査区全景（空中写真） 写真３　ＳＢ１・２建物跡（ＳＢ１は黒線、ＳＢ２は白線）

写真４　ＳＥ 101 井戸跡の井戸枠（縦板・横桟）状況 写真５　ＳＥ 101 井戸跡の掘方出土の「嶋」墨書土器

写真６　ＳＥ 101 井戸内の白色粘土層（十和田 a 火山灰か） 写真７　ＳＤ 255 溝跡の打込み杭出土状況

写真８　ＳＫ２土坑跡の斎串出土状況 写真９　ＳＫ２土坑出土の斎串群
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